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臨床に役立つ雑誌⑧ － 循環器科 －

私立病院における循環器領域の雑誌

一 開かれた図書室とその周辺風景 －

１． はじめに

図書室ぱ病院の知的財産を集中し、病院の

知的発展を保障する。私共の病院図書室は地

域の中にあって、住民に開放され、また入院

患者の利用も多い。次代を担う子供達に ７子

供図書室」として休日に利用してもらい、本

へのふれあいを子供のときから作って行くこ

とも、私共の病院の使命の一つかもしれない。

ペットサイドを廻っていて、食事療法や薬

のこと、病気のことについて話していると、

しばしば図書室で借りて来た本を片手に、自

然と話が弾んで行く。納得することが多く、

会話はスムーズに流れる。病気に打ちひしが

れ、暗くなるこころに病院図書室は、豊かな

内的世界を提供するとともに、図書室がこの

ように治療の一端を担い、ともに歩んで行こ

うとすることで、これからの新しい病院図書

室の姿が見えてくる。しかし、このための図

書室司書の努力は大変なものと思う。従来の

病院図書室が医師を中心とした医療従事者の

ためだけにあったのが、このように患者や地

域に開放されることによって、医学・医療が

医療者の独占であった時代を終えようとして

いる。医療法人という特殊性が、このような

特異な試みを可能にしているとは思えず、時

代の必然として開放化は今後進んで行くと思

われる。医療は誰かのためだけにあるのでは
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なく、ひとしく地域の中にあってこそ、その

豊かな発展が可能だと思う。知識は独占され

るのではなく、共有されてこそ発展する。

２． 循環器学という混沌

私は大学における体系的な卒後研修を経ず

に、直接現在の病院（医療法人）に就職した

ため、研究のための方法論や体系化を学ぶこ

とはなかった。亜流の私に、循環器領域の雑

誌を俯瞰する資格はあまりないと思われるが、

それにしても、私の卒業した１９７４年は循環器

病学にとっても重要な年だったと思う。ちょ

うど超音波検査が臨床に導入され、その研修

に追われていたのが思い出される。それまで

は循環器の検査として心電図以夕いこは心音図

ぐらいしかなく、診断学もそれほど多彩では

なかった。しかし、２０年を経た今日では画像

診断が飛躍的に発展し、それぞれの領域で雑

誌が発行され、情報量も当時とは比較になら

ないほど膨大になっている。核医学やＭＲＩ

などの新しい診断技術やＰＴＣＡ（経皮的冠動

脈形成術）に代表される ｉｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎａｌ

ｃａｒｄｉｏｌｏｇｙ の新たな出現は、循環器学を更

に細分化し、逆に総合的な視点を喪失しよう

としている。一人の医者が全体像を掴むこと

はもう不可能になっている。しかし、病気が

単一な要素で成り立っている場合は少なく、

全体を見ながら治療を進めて行くことが必要

であり、細分化と統合化は現代医療の宿命と
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言っても過言ではない。幸いにも、分化と統

合を可能にする、情報の集積の場としての図

書室を病院内にもっていることは、私共に

とって幸せだったと思う。

循環器領域は広大であり、扱う雑誌も無数

にある。自然と読まれる雑誌は限定される。

混沌とした中から、自分自身に合った雑誌を

選択し、日常に還元する作業が日々繰り返さ

れる。「日本循環器学会」は、取り扱う領域

の広さのため、あまりにも肥大化し、方向性

が混沌としている。学会発表と論文発表の落

差を考えるとき、学会の在り方に反省の時期

が来ていると思う。現在の「日本心臓病学

会」は、私か医者になったときは「心音図研

究会」という名称で、つづいて「心臓図学

会」に変わったが、いずれも演題の採択基準

が厳しく、そのまま論文になるレベルの発表

がほとんどであった。会場はひとつで、討論

時間も十分あり、それを聞いているだけでも

おおいに勉強になったのを覚えている。今で

は学会は細分化され、メモ的要素が強くなっ

ている。自分自身の研究テーマに沿って論文

を集め、まとめることで、新しい方向性をつ

かむという時代だと思う。

３。 私の病院図書室利用法

日常診療が多忙になるにつれ、医学雑誌を

閲覧する時間が取れなくなって来ている。

現在の利用法は、ｃｏｎｔｅｎｔｓのタイトル・コピー

を見ながら、必要な論文を依頼したり、また、

研究テーマや日常遭遇する疾患の文献検索を、

ｋｅｙｗｏｒｄｓ に基づいて依頼したりして利用し

ている。一昔前の文献検索は、ｋｅｙｗｏｒｄｓ の

不適切さもあって、なかなか思うように求め

る論文を捜し当てられなかったが、現在では、

司書の努力もあって、ほぼ十分な文献リスト

を手にすることができる。今では、効率の点

からもこの方法を利用している。私の中でも、

循環器領域として心臓カテーテル検査やアイ

ソトープ検査、ＭＲＩなどが中心になって来

ており、それぞれに関連した研究テーマを毎

年設定し、主に論文発表に仕上げて行ってい
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る。核医学やＭＲＩは放射線科関連の領域で

あり、この領域の雑誌もそろえている図書室

は、私にとって非常に意義のあるものである。

今でも循環器に関する他科の雑誌は頻回に利

用している。論文を書くための文献の集積は

図書室司書の協力があって初めて成り立つの

であり、今では私の書く論文の一つひとつは。

司書との共同作業の成果と思っている。

４． 一私立病院の循環器系雑誌

私共は年一回『京都南病院医学雑誌』を発

行している。雑誌としての体裁は今でも不十

分だと思うが、もう３０年近い歴史を もってお

り、自分自身の発達（？）を知る意味では貴

重な雑誌と思ってい る。このために年間１５０

万円の予算を割いているが、医療法人として

の医療レベルを保つために大いに貢献してお

り、私共の知的財産 の一つと思っている。交

換 雑誌として も評価を得、定着している。

私共の病院は総合病院であるため、一応全

科の医学雑誌を最低限のレベルで置いている。

私共 の病院に常設している循環器系国内雑誌

は、和文雑誌として

田 心臓

（２） 呼吸と循環

（３） 脈管学

（４） 循環 器科

（５） 心臓ヘー シンク

（６） 循環科学

（７） 循環制御

（８） ｃｏｒｏｎａｒｙ

（９） Ｊ．ｏｆ Ｃａｒｄｉｏｌｏｇｙ

（１０） 心電図

（ＩＤ 肺と心

（１２） Ｊｐｎ．Ｊ．ｏｆＩｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎａｌ Ｃａｒｄｉｏｌｏｇｙ

などかおり、他に 『高血圧 』、 『動脈硬化』

や血管関係の 『血管』、 『血管と内皮』、『血

栓と循環』、 『血液と脈管』などがある。

また国内の英文雑誌 は

（１）Ｂｕｌｌ．ＨｅａｒｔＩｎｓｔ。Ｊｐｎ

（２） ＨｅａｒｔａｎｄＶｅｓｓｅｌ

（３） ＨｙｐｅｒｔｅｎｓｉｏｎＲｅｓｅａｒｃｈ
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（４） Ｊｐｎ．ＣｉｒｃｕｌａｔｉｏｎＪ．

（５） Ｊｐｎ．ＨｅａｒｔＪ．

をおいている。循環器領域に ｃｒｏｓｓｏｖｅｒ す

る放射線科関係や腎臓学関係の雑誌 も比較的

豊富に 置かれている。Ｊ．ｏｆ Ｃａｒｄｉｏｌｏｇｙ，

Ｉｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎａｌ Ｃａｒｄｉｏｌｏｇｙ，Ｊｐｎ．Ｃｉｒｃ Ｊ．

心臓ヘーシンクなどの学会誌はお もに個人か

らの寄贈によっている。常設雑誌としては少

なすぎるかも知れないが、文献検索 システム

が充実している現在では、それほど不自由を

感じない。私にとって使用頻度が高い雑誌は

『心臓』、『循環器科』、『Ｊｐｎ．ＣｉｒｃＪ．』な

どである。学会誌以外に、私かよく投稿する

のもそれらの雑誌であり、レフリー制度 も比

較的健全で、査読も丁寧なため、おおいに勉

強になる。

循環器領域の外国誌は以下のものをおいて

いる。すべて英文誌で

田 Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ

（２） ＣｉｒｃｕｌａｔｉｏｎＲｅｓｅａｒｃｈ

（３） Ｊ．ｏｆ Ａｍ．Ｃａｌｌ．Ｃａｒｄｉｏｌ．（ＪＡＣＣ）

（４） Ａｒｎ．Ｊ．Ｃａｒｄｉｏｌ．（ＡＪＣ）

（５） Ａｍ．ＨｅａｒｔＪ．

（６）

（７）

（８）

（９）

（１０）

Ｄ

哨
μ

哨
‥ｗ

心

ａ

０

０

ａ

（１５）

Ｂｒ． Ｈｅａｒｔ Ｊ．

Ｃｈｅｓｔ

Ａｎｎａｌｅｓ ｏｆ Ｔｈｏｒａｃｉｃ Ｓｕｒｇｅｒｙ

Ｃａｒｄｉｏｌｏｇｙ

Ｃｉｒｃｕｌａｔｏｒｙ Ｓｈｏｃｋ

Ｃｏｒｅ Ｊ．ｉｎ Ｃａｒｄｉｏｌｏｇｙ

Ｈｅａｒｔ ＆ Ｌｕｎｇ

Ｈｙｐｅｒｔｅｎｓｉｏｎ

Ｊ．Ｔｈｏｒａｃｉｃ ＆ Ｃａｒｄｉｏｖ． Ｓｕｒｇ．

Ｐａｃｅ

（１６） Ｓｔｒｏｋｅ

などである。Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ や Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ

Ｒｅｓｅａｒｃｈ は研究的な要素が強いが 、循 環器

病学へのインパ クトは大きい。臨床家として

は ＪＡＣＣ や ＡＪＣ，Ａｍ．ＨｅａｒｔＪ．Ｃｈｅｓｔ など

の方が実地に即した論文が多く、利用頻度が

高い。また、トピックスも豊富にあり、最新情報

を得るには手軽で良い。ちなみに Ａｍ．ＨｅａｒｔＪ．

の１０年間の変化を ｃｌｉｎｉｃａｌｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎｓ

の内容によって検討してみた。論文に取り上

げられた循環器検査法の１０年間の変遷を（表１）

に挙げる。心電図検査のテーマが減少し、超

音波検査が増加している。そして、超音波で

も以前からある Ｂ－ｍｏｄｅ 検査はそれほど変わ

らずに、経食道エ コーや血管内エコーが１０年

前には全くなかった検査法であった事 もあり、

今年では非常に増加している。また心臓ＭＲ

Ｉ検査も増加している。同様にこの１０年間の

循環器治療法の変遷を Ａｍ．Ｈｅａｒｔ Ｊ．で見て

みた（表 ２）。一言で言えば、ＰＴＣＡを中

心にした ｉｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎａｌ ｃａｒｄｉｏｌｏｇｙ と言

われる領域の治療法がこの１０年で新たに出現

したことであ る。このように、医学雑誌は検

査法や治療法を、時代の変遷とと もに如実に

表しており、科学の進歩に追いつくための私

共の努力も厳しく要求される。

私共の病院に常設している医学雑誌を挙げ

たが、欲を出せばまだ不足していると も思わ

れるし、また情報の全国ネットが発達してい

る現代で は、個々に雑誌を所蔵するのは不効

率だと言う考え もある。病院図 書室のスペー

スは年々増加する本や雑誌で埋 め尽くさ れ、

今ではいかに整理し、処分するかを考えるよ

うになっている。知識の整理を うまく行うこ

とが、皮肉にも「図書室とはな にか」という

本質に最 も早く到達する道かもしれない。

５． おわりに

図書室は病院の一方の顔といわれている。

知的活動は病院の水準を決定するし、そのダ

イナミズムを支えている。知的財産のみが私

共の病院のよりどころであり、医療法人とし

ての経営は、知的活動の中から必然的に乗り

越えられると思っている。そして、知的財産

が病院だけの、医療者だけのものであっては

ならず、入院している患者や家族に共有され、

また病院を支える地域によって共有されてこ

そ、はじめて病院の知的財産が全人的医療の

中で生かされてくる。いま病院図書室は、そ

れまでの医師だけの所有物から少しずつ変貌

し、門戸を地域に向けて開いて行っている。
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病気は患者自身の戦いとともに、地域の中で

治して行かなければならない。与え、与えら

れるという関係から、共有し、創造する共同

体としての病院を考えるとき、病院図書室の

役割は知的結合の中核としてますます重要と

なる。
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「臨床に役立つ雑誌」というテーマとはか

け離れた内容になってしまったが、ペット数

３００床の病院で図書室をもち、多くの業務を

こなす司書の献身的な努力の上で、循環器病

の治療に専念できる私自身は幸せなのかもし

れない。

【表 １】ＡｍＨｅ^ｒｔＪのＣｌｉｎｉｃａｌ Ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎｓで 用いら れた

循環 器検査法 の変 遷（ ’８４．Ｖｏｌ １０８ｖｓ ’９４．Ｖｏｌ １２７）

心電図

心臓超音 波検査

Ｂ－ｍｏｄｅ

ドプ ラー

経食道エ コー

血管内エ コー

心筋 シンチ

心プ ー ル・シンチ

ＭＲＩ

ＤＳＡ

Ｈｏｉｔｅｒ心電 図

１９８４（ｖｏｌ．１０８）

＾］．３％

２１．了％

１７．４％

１４．３％

Ｑ．０％

０．ｏ％

ｕ ．^％

Ｑ．１％

１．１％

１．１％

Ａ．３％

１９９４（ｖｏｌ．１２７）

１４．９％

５３．２％

１４．９％

８．６％

１９． ％

１０．６％

Ｕ ．０％

ｉ．ｎ

８．５％

０．０％

０．０％

ＫＨＨ

【 表 ２】ＡｍＨｅａｒｔＪのＣ卜ｎｉｃａｌ Ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎｓで取り上げら れた

治療法 の変ｍ（’Ｂ^ ．ｖｏｉ １０８ｖｓ ’９４．Ｖｏｌ １２７）

循環器治療薬

ＰＴＣＡ

ｓｔｅｎｔ

ＰＴＣＲ

心臓ｐａｃｉｎｇ

ｌＡＢＰ

ＣＡＢＧ

ＰＴＭＣ

ＰＣＰＳ

植え込み型除細動器

１９８４（ｖｏｌ．１０８）

７８．］％

Ｇ．ｍ

０．０％

６．３％

９．４％

３．］％

３．］％

０．０％

０．０％

０．０％

－５５－

１９９４（ｖｏｌ．１２７）

４６．２％

３５．９％

１０．３％

０．０％

２．６％

０．０％

２．６％

７．了％

２．６％

２．６％

ＫＭＨ




